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【 研 究 成 果 の 概要 】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  

 

本 研 究 は ，新型 コ ロ ナ ウイ ル ス 流 行 下 にお い て他 者 と の 対 面 の機 会 を制 約 さ れ た 状 況に あ る大 学 生

の 心 理 的 健 康・発 達に つい て 検 討 し ，授 業 内外 にお い て ど の よ うな 交 流の 機 会 を 持 つ こと が 心理 的 適

応 に お い て 効 果的 で ある か を 明 ら か にす る こと を 目 的 と す る 。この 目的 の た め ，本 研 究 では 同一 の 調

査 対 象 者 に 対 して ２ 時点 に わ た り 継 続的 に 質問 紙 調 査 を 実 施し ，個 人特 性 と 交 流 経 験の 頻 度お よ び 内

容 が ， 心 理 的 健康 ・ 発達 の 変 化 に 及 ぼす 影 響を 分 析 し た 。  
本 研 究 の 調 査 は，回 答者 の 負 担 を 減 らす た め３ つ の パ ー ト に分 割 して 実 施 し た 。第 1 部 では ，心 理

的 適 応 の 指 標 とし て 居場 所 感（ 役 割 を 持 ち ，他者 か ら 受 け 入 れら れ てお り ，自 分 ら し く いられ る と い

う 感 覚 ）に 焦 点 を 当 て ，65 名 の 大 学 生 に 対 し て春 学 期 の 2 時 点（ 5 月 か ら 8 月 の 間 ）で 調 査 票 に 回 答

を 求 め た 。 第 2 部 で は， 心 理 的 適 応 の指 標 とし て ア イ デ ン ティ テ ィの 発 達 に 焦 点 を当 て ， 96 名 の 大

学 生 に 対 し て 同様 に 春学 期 の 2 時 点 で 回 答 を求 め た 。第 3 部 で は ，第 1 部・第 2 部 で 得 ら れ た 結 論 の

一 般 化 可 能 性 を高 め るた め ， 402 名 の 大 学 生 に対 し て 質 問 紙 調査 を 実施 し た 。  
３ つ の 調 査 を 通し て ，大学 生 の 授 業 内 外に お ける 友 人 と の 交 流経 験 が心 理 的 適 応 に 及ぼ す 影響 を 検

討 し た 。第 1 部・第 3 部 で は ，交 流 経験 と して ，授 業 内 外 での 雑 談や 辛 さ を 打 ち 明け る とい っ た「 イ

ン フ ォ ー マ ル 場面 で の親 和 的 な 交 流 経験（ 以下 ，親 和 経 験 ）」，授 業内で の 役 割 分 担 や共 に 課題 に 取 り

組 む と い っ た「 フォ ー マル 場 面 で の 協 力的 な 交流 経 験（ 以 下 ，交 流経 験）」の 2 種 類 を 測 定 し た。第 2
部 で は ，よ り私 的 な 場面 で の 交 流 経 験と し て，同 じ 趣 味 を持 つ 仲 間と の 交 流（ ファ ン 活 動）を 測 定 し

た 。第 1 部 の 分 析 結 果か ら は ，居 場 所感 の １つ で あ る 本 来 感の 変 化に 対 し て ，親 和経 験 が正 の 効 果 を

持 つ こ と が 示 され た 。す な わ ち ， イ ンフ ォ ーマ ル 場 面 で の 友人 と の交 流 が ，「 自 分 らし く いら れ る 」

と い う 感 覚 を 高め る こと が 示 唆 さ れ た 。親和 経験 と 本 来 感 の 正の 関 連は ，第 3 部 の 調 査 に お い て も 確

認 さ れ た 。一方 ，授業 内の 交 流 経 験 で ある 協 力経 験 は ，心 理的 適 応 と関 連 を 持 た な かっ た 。こ の こ と

か ら ， 授 業 内 での ア クテ ィ ブ ・ ラ ー ニン グ など の 課 題 は ， 探究 心 や理 解 度 を 深 め る可 能 性は あ る が ，

心 理 的 適 応 に は寄 与 しな い と 考 え ら れる 。加え て ，履 修 中 の 授 業の中 で 遠 隔 授 業 が占 め る割 合 は ，親

和 経 験・協 力 経 験 のいず れ と も 負 の 関連 が あり ，遠 隔 授 業 が 相 対的に 多 い ほ ど ，交 流 経験が 少 な い こ

と が 示 さ れ た。た だ し，遠 隔 授 業の 割 合 は，心 理 的 適 応（ 居 場 所 感）と は 関 連が な か っ た。ま た，第

2 部 の 分 析 結 果 か ら は ，趣 味 仲 間 と の 交流 経 験は ア イ デ ン テ ィテ ィ の発 達 に は 影 響 しな い こと が 示 さ

れ た 。こ れ ら の 結 果から ，悩 み を 打 ち 明 ける ，励 ま し 合 う と いっ た イン フ ォ ー マ ル 場面 で の交 流 の 場

を 設 け る こ と が大 学 生の 心 理 的 適 応 を高 め る上 で 重 要 で あ るこ と が示 唆 さ れ た 。  
留 意 点 と し て ，本 研 究で は 遠 隔 授 業 の割 合 と心 理 的 適 応 に 関連 が みら れ な か っ た もの の ， 2021 年

度 の 春 学 期 に デー タ 収集 を 行 っ た た め， 遠 隔授 業 の 割 合 は ６ -９ 割と高 く な っ て い た。 こ のた め ， 個

人 間 の 分 散 が 少な く ，相 関 を 検 出 し にく か った 可 能 性 が あ る。遠 隔授 業 の 割 合 は，研 究 １・２ を 通 し

て 交 流 経 験 と 有意 な 負の 関 連 が あ っ た 。した がっ て 遠 隔 授 業 によ っ て交 流 経 験 が 減 少し ，居 場所 感 が

抑 制 さ れ る 可 能性 は 残さ れ て い る 。ま た ，本研究 で は 遠 隔 授 業の 種 類（ 双 方 向 の ラ イ ブ 授業や オ ン デ

マ ン ド 授 業 な ど ）を区 別せ ず に 測 定 し てい た が 。先 行 研 究 で は 特に オ ンデ マ ン ド 授 業 の負 担 感と 精 神

的 健 康 の 関 連 が指 摘 され て い る 。遠 隔 授 業の より 詳 細 な 分 類 によ っ て ，心 理 的 適 応 と の関 連 がみ ら れ

る 可 能 性 が あ る。  
 

【研究成果発表方法】 

現在，研究成果の一部をとりまとめ，査読付学術誌「心理学研究」に投稿中です。 

表題：大学生の居場所感と交流経験との関連の検討  
著者：品田瑞穂・水越早紀・高橋友晴  
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な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


